
第１回支援会議

支援の実施

緊急性の判断・初期対応

相談機関、関係機関から、相談事例の複合的な課題について、でき
るだけ詳しく聞き、アセスメントを行う。

情報収集・共有

支援継続

地域の相談機関等からの相談

在宅医療・生活支援センター支援会議までの流れ【例】

各所管での緊急対応

通常の地域の相談機関による支援へ

支援会議を通して、センターは方針、支援計画を立て、役割調整も行
い、支援を行う相談機関、関係機関と共有を図る。

支援計画の内容が、解決したいことや本人・家族等の状況に沿ったも
のであるかも確認する。

支援計画の見直しや進捗
状況について確認を行うた
め、支援会議を複数回開催
する場合もある。

緊急性 有

緊急性 無個人情報につい
て、原則本人又
は家族より同意
を得てすすめる。

進捗状況の確認
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※進捗状況を確認し、計画について定期的に見直します。

高齢、障害、子ども家庭分野等の世帯の
複合的な課題を整理し、問題点、課題の
優先順位等を明確にします。

確認できた課題

支援方針

具体的な対応（役割分担） 対応する機関 支援期間 見直し
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